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近
代
文
明
は
、
大
郡
市
を
砂
川
明
化
し
た
と
な
げ
ま
た
は
供
先
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
旅
の
安
全
を

一

か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
止
は
、
他
山
の
石
と
手
ぞ

祈

っ

て

、石
像
を
き
ざ
み
、
石
協
を
建
て
た
数
多
く

一

こ
ま
ね
い
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
最
の
石
仏
、
石
信
は
あ
の
街
道
の
わ
き
に
、
こ
の
里
道

一

近
の
地
方
都
市
に
も
こ
の
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
会
の
か
た
わ
ら
に
、
橋
の
た
も
と
に
と
、
た
く
ま
ざ
る

一

た
か
ら
で
あ
る。

自
然
の
中
に
瓜
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
長
い
提
月
こ
れ

一

水
田
は
基
盤
戦
術
事
業
の
進
む
に
つ
れ
て
四
角
ら
信
仰
者
た
ち
に
よ
っ
て
何
ら
れ
て
来
た
。
今
日
。
…

い
無
味
か
れ
N

そ
う
な
次
官
と
か
わ
り
、
そ
の
聞
を
ア
そ
の
信
仰
形
体
は
影
を
ひ
そ
め
た
も
の
が
あ
り
、

一

ス
フ

ァ
作
ト
ほ
装
の
国
・
県
・
市
・
町
道
が
走
っ
て
う
す
く
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
祭
紀

一

い
る
c
往
時
の
ま
が
り
く
ね
っ
た
道
は
真
直
に
改
、
も
年
と
と
ら
に
跡
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
べ

一

修
さ
れ
て
、
た
ん
ぼ
の
く
ろ
に
ポ
ツ
ネ
ン
と
地
蔵
き
所
に
あ
る
筈
の
こ
れ
ら
野
仏
は
寺
の
・
挺
内
に
う

一

さ
ん
や
石
等
が
取
り
の
こ
さ
れ
て
痩
っ
て
い
る
0

．
つ
さ
れ
た
も
の
・
ゃ
、
ーじ
ゃ
ま
ゐ
の
あ
つ
み
い
に
さ

一

一
連
く
は
鎌
倉
、
泉
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
を
経
れ
て
片
隅
に
う
i

つ
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
＼
ひ
ど
い

一

て
明
治
の
初
期
に
至
る
長

い
年
月
の
流
れ
の
中
の
は
破
か
‘い
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
，ろ
う
。

一

に
、
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
の
祖
先
た
ち
が
、
ぞ
れ
悲
を
お
つ
も
乙
れ
お
の
野
仏
だ
ち
を
巡
っ
て
信

一

ぞ
れ
の
信
仰
、
或
は
集
団
の
信
仰
対
象
と
し
て
、
仰
的
文
化
史
的
応
説
明
を
加
え
て
い
川
き
た
い
。

一

をたずねて

ーふるさとの 山野に一

野仏（石像・石塔7
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とのイ玄仲先を且

庚申塔

いは道倒神と して記ったものとも推察されるが、最適の場所と
して選んだこ之は想像に難くなし、。

持11｝平；は高さ75-t!ンチの砂岩質の岩に背面会開を深くレリ ーフ

したもので、小さな防除けらしきものを頭に1頁念、 六瞥の手に
日月、燦宝珠、 宝剣などを旅げ、同脇に悪鬼を押さえた地蔵菩

献を配し、下部に雌雄のにわとりを向い合わせこれを蓮台にの

せたもので、特に珍らしいのは、 一般に背面金剛は窓：怒の形柑

を表わしているのに対し、この背函i金剛は、柔和な面相に微笑
さえもたたえているユニークな作品である。

いずれにしても、文化の進んだ今日、‘大自然と一体になった

路傍の石仏のただずまいは、速い也先の心のつぶやきを聴くi意

を禁じ得なし、。

里塚の
庚時1を紀る信仰は、中国の道教に、 60年あるいは608目にめ
く・ってくる庚申の夜に、善を行ない、身をつつしむならわし

が、中世以降日本に受け入れられ、庚申待ち、 二十三夜待ち、

庚申講など、いろいろ形を変えて伝えられ、 FJJ:申は、干支の
「かのえさる」ーとも1呼ぶことカ、ら、 ザノレの信仰とも結びつな、

さらに天孫降臨のときの道案内をつとめた 「サノレタヒコ」との

連想から、道を守る道組神と して記られている場合も多い。

ポヰ事は、育罰金剛を彫してあるのが一般であ刀、近世から現代

に歪つては、 庚申講とはL、いながら、村寄合や、庶民の経済的な

性質まてe帯びた講となったり、いろいろな変形をみせている。

持一里塚の庚申塔は、無銘で製作年代はさだかではないが、

緩王えからーして江芦中期（17501'ド前後） 、に村の講中で－建立祭紀

し℃どたもとのと恩われる。一：一里塚にt/i＇躍した点からして、ある

境

rnu

守，・『，，
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野

も

山

富
山
県
植
樹
祭
行
な
わ
れ
る

（
南
保
込
の
原
池
内
）

（ミ）

｜｜ 

も

縁

写
真
は
倒
係
者
の
補
樹
祭
風
景

大敵「

｜｜ 

国
土
保
全
と
公
害
を
防
止
し
、
明
る
く

健
康
な
社
会
を
建
設
す
る
環
境
緑
化
の
推

進
な
す
る
た
め
、
昭
和
一
一
十
五
年
よ
り
国

土
緑
化
巡
動
と
し
て
各
階
肘
の
支
般
の
も

と
に
市
先
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
お

り

ま
す
。
本
年
位
一
池
山
川
県
が
県
民
に
等
し
く
緑
化

技
進
の
作
及
を
凶
る
た
め
、
川
知
干
悶
力
一同

で
Mm樹
祭
が
行
な
わ
れ
、
わ
が
町
は
凶
月

＝
十
六
円
南
保
、
地
の
原
に
お
い
て
川
下

新
川
郡
の
各
組
問
体
長
、
小
中
学
生
三

O

O
名
に
よ
り
拙
制
し
ま
し
た
。
緑
化
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
治
山
治
水
の
而
か
ら
、

玄
た
環
境
の
控
備
か
ら
も
是
非
必
裂
で
あ

り
、
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
緑
化
と

花
い
っ
ぱ
い
に
し
た
明
る
い
家
庭
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

ロ

きヒヵ
Jロト

~~： 
ぅ白；

：！蛾：
を

シメ

H

大
切
な
街
路
樹
、
庭
木
を

喰
い
あ
ら
す
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
を
遅
治
し
、
美
し
い
緑
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
H

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
侵
入
し
て
き
た
筈
虫
で
、
成
虫
は
白
い

蛾
で
す
。

こ
の
害
虫
は

一
年
に
二
回
発
生
し
、
幼

虫
は
ほ
、
梅
、
柿
な
ど
落
栄
樹
の
紫
を
食

器
し
、
被
盛
口
木
は
ま
る
ぼ
う
す
に
な
る
ほ

ど
で
す
。
六
月
と
八
月
頃
、
葉
に
無
数
の

縁の

卵
を
産
み
、
十
日
ぐ
ら
い
で
幼
虫

（白
い

毛
虫
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の
幼
虫
は
最
初

葉
に
糸
を
は
い
て
巣
を
つ
く
り
、
そ
の
中

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
数
日
す
る
と
分

散
し
て
動
き
出
し
木
全
体
に
広
が
っ
て
葉

を
食
べ
ま
す
。

防
除
の
コ

ツ
は
、
幼
虫
が
巣
に
い
る
の

を
見
つ
け
た
ら
被
害
枝
葉
を
切
り
取
っ
て

焼
き
す
て
る
か
足
で
踏
み
つ
ぶ
す
方
法
が

一
番
効
果
的
で
す
か
ら
早
く
か
ら
注
意
し

て
調
べ
て
く
だ
さ
い。

幼
虫
が
大
き
く
な

り
分
散
し
ま
す
と
薬
剤
で
防
除
し
ま
す
。

農
薬
は
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
一
、

0

0
0倍
、
水
和
剤
二、

0
0
0侍
を
使
用

し
ま
す
が
、
取
扱
い
に
よ
く
注
意
し
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
防
除
機
は
町
に
二
台

あ
り
、
貸
出
し
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
産

業
諜
ヘ
連
絡
く
だ
さ
い
。

防
除
は
、
と
な
り
近
所
あ
る
い
は
町
内

会
ぐ
る
み
で

一
斉
に
防
除
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

同
もIτ

城 ム
Jl;,_ 

公

図
開

山

き

制
白
川
観
光
協
会
な
ら
び
に
、

朝
日
町

商
工
会
の
共
催
に
よ
る
、
恒
例
の
城
山
開

be
は
、
山
梨
も
企
峨
期
の
五
月
一

日
午
后

一
時
か
ら
、
閉
山
定
公
闘
城
山
以
上
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

、、

当
日
は
飛
石
連
休
の
第

一
平
日
で
、
連

日
の
好
天
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

朝
来
か
ら
天
候
定
ま
ら
ず
、
盈
天
下
に
お

い
て
関
係
者
多
数
の
多
列
を
得
、
山
開
き

の
式
典
を
終
え
ま

し
た
が
、
あ
い
に
く

と
ア
戸
プ
ス
連
峰
の
鈎
盗
も、

親
不
知

や
能
登
ま
で
の
雄
大
な
眺
望
は
望
め
ず
、

雨
後
の
山
聞
か
ら
蒸
煙
の
立
昇
る
風
情
は

正
に
一

一
輔
の
南
一聞
を
鑑
賞
す
る
よ
う
で
、

一
同
ま
た
別
の
感
懐
に
ひ
た
っ
て
山
を
降

「一一一一 I 

: /}A 台 町 ；~－
E 〆 .' u • U 、

I ~ ~； '1 ·~：. ;j 
: ~ ~芳賀τz・段 通
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朝！
日
町 ｛
銭 i
光’
写
真
募
集

応

募

要

項

…

主
題

朝
日
町

一
円
を
対
象
と
し
た

…

自
然
景
観
及
び
町
観
光
宜
伝

…

に
価
値
の
あ
る
も
の

一

作
品

カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
（
回
ツ

一

切
以
上
）
特
に
カ
ラ
ー
を
求

…

む

一

展
示
期
日十
一
月

一
日

i
一一
一日

・

締
切

十
月
二
十
五
日

…

受

付

朝

日
町
役
場
内
観
光
協
会

一

詳
細
に
つ
い
て
は、

産
業
課
観

…

光
係
に
問
い
合

わ

せ
く
だ
さ

一

、
。
、hv

り
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
も
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
城

山
も
多
数
の
利
用
者
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
観
光
地
の
美
化
と
と
も
に
施
設
設

備
の
愛
護
が
強
く
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す
。

わ
いれ

つり
の
も訓 ，

美 ±i
：を ；

山空
も 気
J 11 は
きも花 L、
れ海ゃ っ
いも木も
にを~
し 楢れ
よ えい
う よに
う

（朝日町観光協会）

（朝日町商工会）

青少年を守るに家ぐるみ吋ぐるみ

みお 自 楽 家 第
主主ん交と な無転 し力族家＝
意な i患な みをみ ー
してルも く灯車 あ出ん 庭日
あ ！ こ し火の 、しな 曜
L、 ルと まをこ まあて の日
主 をも し 人 しい話 は
し 守も よ 乗 十 し 日
よ
つ うり

つ あ

つ し、

r
O
7
1
n
6
 

（
朝
日
町
観
光
協
会
）

広
報
保
存
者
に

記

念

品

贈

呈

前
ロヲで
、
町
広
報
の
保
存
者

に
記
念
品
を
贈
る
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
つ
νざ
の
か

た
が
た
が
申
し
出
ら
れ
ま
し
た

調
べ
た
結
果
間
違
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
近
く

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

創
刊
号
か
ら
二
O
Oロす
ま
で

の
カ
た
本
町

魚
津
繁
次
氏

宮
崎

大
平
与
治
氏

一
O
一
口
す
か
ら
＝
0
0ロ
す
ま

で
の
か
た

境

水
島
八
郎
右
エ
門
氏

平
柳

平
板
山
木
山
氏

な
お
、
申
し
出
も
れ
の
お
か

た
は
五
月
二
十
日
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
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変

わ

り

ゆ

く

朝

日
町

つ
ぎ
つ
ぎ
と
完
成
す
る
各
稲
の
改
氏
工
事

の
地
図

A

マ
町
道
新
設
改
良
工
事

完
成

ー
一角
＼

町
C
け
間
十
六
年
十
二

＼

け
か
ら
庄
の
町
道
新

設

泣

＼

び
改
良
市
来
を
行
沿
っ
て
守

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

三
ハ
な
も
っ
て
完
了
し
ま

し
た
3

上
町
道

金
山

1
舟
川
新

線
（
住
山
地
内
）

延
長
一
二

0
7
二
メ
ー
ト
ル

土
質

八

円

七

万
九
ザ
円

2
町
道

花
一房－

t
棚
山
線

延

長

二

九

三
・
七
メ

ー
ト
ル

工

費

五

つ

O
万
円

（写
真
左
は
金
山

i
舟
川
謀
、

佐
房
i
樹
山
線）

J.j-

( J. 

( 3 ) 

。
朝

日

比

区

。

生
産
基
盤
整
備
事
業
完
工

昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
地
区
生
産
基
盤

南
保
南
部

山
崎
北
部

山
崎
中
部

姪
谷
（
山
援
〉

千
円

一
五
、
O
二
五

二
五
、
八

一
五

｝
七
、六
九

O

－O、
五
五
二

二
て
六
加

ご
五
・八

．0
・
一

｛ハ
・
二

（
写
真
は
完
成
し
た
姪
谷
泡
区
水
田
）

ー
六
月
上
旬
着

工

一

「
泊
駅
舎
の
改
築
決
定
し

泊
駅
の
駅
舎
は
、
北
陸
線
の
附
通
に
伴

な
っ
て
、
明
治
問
十
三
年
四
月
に
組
築
さ

れ
た
も
の
で
、老
判
出
物
で
あ
り
、以
近
の

激
刑
す
る
釆
降
存
在
さ
ば
き
さ
れ
な
い
状

態
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
川
で
は
人
ト
一山

的
な
改
築
を
即
刻
一し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ζ

の
た
び
総
工
的
四
千
二
一
什
万
円
で
近
代
的

な
駅
舎
と
し
て
改
築
す
る
ャ
」
と
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

工
事
予
定
は
、
六
月
上
旬
に
仮
駅
舎
を

同
側
に
建
て
て
営
業
し
、
新
駅
舎
は
十
一

八
小
に
完
了
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
c寸・

泊

高

校

の

一

「
l
新
体
育
館
完
成
し

県
立
問
高
等
学
校
で
は
、
か
ね
て
よ
り

現
校
舎
か
ら
南
へ
約
況
而
米
断
れ
た
道
下

地
内
で
、
体
育
館
を
新
築
し
て
い
ま
し
た

が、

こ
の
ほ
を
ど
完
成
し、

四
月
十
四
日
に

そ
の
新
し
い
体
育
館
で
、
県
知
事
、
県
議

会
議
長
、
県
教
育
委
員
長
な
ど
、
来
賓
多

数
を
迎
え
て
盛
大
に
そ
の
竣
工
を
制
い
ま

し
た。こ
の
体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ

附
建
て
の
ピ
ロ
テ
イ
形
式
（
階
上
が
競
技

フ
ロ
ア
）
。
総
工
費
は
約
五
千
七
百
万
円

で、

二
階
の
競
技
フ

ロ
ア
で
は
バ

レ
ー
ボ

ー
ル

コ
ー
ト
な
ら
二
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
コ
ー

ト
の
場
合
は
一

面
、

（練
習
間

コ
l

ト
だ
と
二
面
）
が
と
れ
、
こ
の
ほ
か

向
鉄
棒
、
つ
り
愉
な
ど
の
設
備
が
あ
・り、

広
さ
は
八
百
六
十
一
一
千
万
米
。

ま
た
、

一
階
は
三
百
三
十
平
方
米
の
丞

., 
崎町吋

I
V
簡
易
ア

ス
フ
ァ
ル

ト

プ

ラ

ン

ト

で

き

あ

が

る

｜
｜

三

枚
橋
地
内

l
l

町
で
は
、
町
道
の
舗
装
の
促
進
と
補
修

の
罰
的
で
、
咋
年
の
十
日
月
か
ら
、
朝
日
搭

愚
被
い
と

西
側
三
枚
橋
地
内
に
お
い
て
、

工
貨
四
百

四
十
一
万
円
で
簡
易
ア
ス

ソ
7
W
卜
プ
ラ

ン
ト
を
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
三
凡
に
完
成
し
以
楽
を
開
始
し
ま
し

た
。
〈
写
真
は
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た

ア
ス
7
γ

作
ト
プ
ラ

ン
ト
のんよ砕い）

百
万
円
以
上

の
工
事

民
有
林
林
道
改
良
工
事

工
事
費

七
百
一
二
十
七
万
円

延

長

四

O
E米
（
大
半
地
内
）

巾

員

四

・
O
米

工
期
四
月
十
九
日

t

八
月
三
一
十
日

V
行

政

相

談

円
時
毎
月
第
一
月
限
自

午
前
十
時

i
午
後
三
時

朝
日
町
詩
人
会
錆

場
所

V
人
権
法
律
相
談

日
時

毎

月

第

一一
一月
曜
日

午
後
一
時

i
午
後
三
時

朝
日
町
商
工
会
館

場
所

V
心
配
ご
と
相
談

日
時
毎
週
月
曜
日

午
前
十
時

i
目午
後
三
時

朝
日
町
心
配
ご
と
相
談
所

上易
所

V
巡
回
交
通
事
故
相
談

日

時

五

月

－一十
六
日
（金）

午
前
十
時

t
午
後
三
時

朝
日
町
商
ヱ
会
館

場
所
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v
P
C
B
の
危
険
企

よ
く
読
ん
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

P
C
B
（ポ
リ
塩
化
ピ
フ
エ
ニ
l

ル）

が
富
山
県
下
で
も
検
出
さ
れ
、
話
題
を
ま

い
て
い
ま
す
。

P
C
Bは
石
炭
や
石
油
を

原
料
と
し
て
作
ら
れ
た
有
機
塩
素
化
合
物

で
、
他
の
物
質
と
混
合
し
て
も
反
応
し
に

く
い
性
質
を
も
ち
、
あ
ら
ゆ
る
薬
剤
に
耐

性
が
強
く
、
火
令
つ
け
て
も
開
え
な
い
な

ど
非
常
に
や
っ
か
い
な
物
質
で
す
。

日
本
で
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
生
産
さ

れ、

ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
の

電
気
製
品
や
、
感
圧
複
写
紙
〈
ノ
1
カ
ー

ボ
ン
紙
）
、
塗
料
、
接
着
剤
と
い
っ
た
、

わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
多
〈
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
P
C
B
は
工

業
疲
液
と
し
て
流
さ
れ
て
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
↓
魚
↓
人
体

・
貝
類
↓
人
体
へ
と
答
積

さ
れ
た
り
、
ま
た
、
あ
る
も
の
は
、
ゴ
ミ

焼
却
さ
れ
大
気
↓
雨
↓
草
↓
家
畜
↓
肉

（
牛
乳
〉

↓
人
体
へ
と
濃
縮
さ
れ
て
諒
積

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
本
体

内
へ
の
蓄
積
さ
れ
た
量
を
調
べ
る
手
だ
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

P
C
B
公
申
請
の
及
ぼ
す
症
状
は
現
存
ま

だ
解
明
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
迄

に
わ
か
っ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
ま
す
と
、

境
繁
に
よ
る
皮
膚
障
害
（
全
身
の
ニ
キ
ヒ

ょ
う
の
吹
出
物
）
と
肝
臓
障
害
、

そ
れ
に

伴
な
っ
て
組
こ
る
悪
心
、
吐
き
気
、
け
ん

怠
感
、
そ
の
ほ
か
子
供
の
坑
歯
が
は
え
に

く
い
と
か
発
番
目
が
お
そ
い
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
P
C
B
吋

一
旦

体
内
に
入
る
と
な
か
な
か
排
出
さ
ーれ
ず
そ

れ
が
だ
ん
だ
ん
蓄
積
さ
れ
て
さ
き
の
よ
う

な
障
害
を
起
す
と
い
わ
れ
て
お
り
、
医
学

的
に
も
現
在
ま
で
ま
だ
披
本
的
な
治
療
法

が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
対
策
に
し

て
も
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
と
い
っ
た
方
法
も

な
く
、
た
γ
環
境
汚
染
に
対
す
る
関
係
行

政
官
庁
の
強
力
な
指
導
だ
け
と
い
っ
た
現

状
で
す
。

i
わ
が
町
4

を
よ
り
美
し
く
l

・
ご
み
収
集
に
協
力
を
・

ご
み
収
集
作
業
が
夏
場
を
向
か
え
る
に

あ
た
り
、
ご
み
の
悪
臭
追
放
と、

環
境
衛

生
向
上
の
た
め
、
つ
hg
の
こ
と
に
ご
留
置

く
．
た
さ
い
au

一、

ゴ
ミ
は
ポ

リ
実
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（
袋
に
入
れ
て
な
い
も
の
は
収
集
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）

一
、
燃
え
る
も
の
、
燃
え
な
レ
も
の
は

必
ず
区
別
し
て
く
だ
さ
い
1
0

一
、
粗
大
ゴ
ミ
（
電
気
製
品

－
F

タ
ミ

等
）
は
直
後
大
屋
地
内
の
捨
場
へ

持
参
く
だ
さ
い
。

一
、
多
量
に
汚
物
が
出
た
場
合
、
『
山
接

焼
却
場
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

ー
老
人
医
療
費
の
｜
｜
｜
」

「
｜
・
資
格
取
得
の
届
出
を
し

四
十
七
年
四
月
か
ら
老
人
医
療
の
給
付

の
内
容
が
改
正
と
な
り
、
七
十
五
才
以
上

の
か
た
に
つ
い
て
は
全
額
無
料
、

六
十
五

才
以
上
七
十
五
才
未
満
の
身
体
障
害
者

ゃ
、
寝
た
き
り
老
人
は
全
額
無
料
、
七
十

才
以
上
七
十
五
才
未
満
の

一
般
老
人
に
つ

い
て
は
、

個
人
負
担
の
半
額
を
町
が
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
勺

か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
生
委
員
や
、

老
人
タ
フ
ブ
を
通
じ
て
、
申
請
の
あ
っ
た

か
た
に
対
し
て
、
医
療
証
及
び
医
療
資
格

助
成
証
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

交
付
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
λ

で
き
る
だ

け
早
〈
住
民
課
福
祉
係
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い。

な
お
、
つ

g
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
か

た
は
医
療
証
や
医
療
資
格
助
成
証
の
交
換

な
ど
新
し
く
交
付
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
と
、
各
保
険
証
を
．
こ
持
参
の
上

住
民
謀
福
祉
係
ヘ
届
出
て
く
だ
さ
い
c

－
七
十
五
才
に
達
し
た
か
た

Z
七
十
才
に
達
し
た
か
た

a六
十
五
才
以
上
七
十
五
才
未
満
の
方

で
新
し
く
身
体
障
害
者
の
手
帳
つ
交

付
を
受
け
た
か
た

4
．四
月

一
日
以
降
、
寝
た
き
り
の
状
態

に
な
っ
た
か
た

助
産
花
設
の
剥
用
を

H
よ
い
環
境
で
安
全
な
分
娩
N

山
批
』
主
婦
の
か
た
で
異
常
分
娩
の
お
そ
れ

が
あ
る
が
た
‘
住
居
が
な
い
か
、
ま
た
は

住
居
が
あ
っ
て
も
狭
く
て
自
続
分
娩
が
で

き
な
い
か
た
、
多
子
松
待
で
入
手
が
足
り

な
い
か
た
、
環
魔
的
に
安
全
な
分
娩
が
で

き
な
し
γ

と
予
想
さ
れ
る
か
た
で
前
年
分
の

所
得
税
が
九
千
六
百
円
以
下
の
方
に
は
助

産
施
設
で
安
く
お
産
が
で
会
ま
す
。
朝
日

町
で
は
泊
病
院
が
助
産
施
設
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
保
健
婦
ま
た
は
住

民
課
福
祉
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

寸
所
得
比
例
制
度
に

－

F

加
入
し
ま
し
ょ
う

L

－
年
金
制
度
に
備
え
て
・

も
う
少
じ
掛
け
A
お
し
て
で
も
多
く
の
年

金
を
も
ら
い
た
い
と
所
得
比
例
保
険
料
を

か
け
て
い
る
か
た
が
県
下
で
三
万
六
千
人

も
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
現
在
納
め
て
い
る
四
百

五
十
円
の
定
額
保
険
桝
の
ほ
か
に
、
所
得

比
例
保
険
料
と
し
て
月
三
百
五
十
円
納
め

る
と
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
所
得
比
例

保
険
料
を
か
け
ま
す
と
、
二
ト
五
年
納
付

な
例
に
と
れ
ば
、
定
額
分
、

月
八
午
向
に

所
得
比
例
分
、

・四
千
五
百
円
が
プ
ラ
ス
さ

れ
る
し
く
み
で
す
。

夫
婦
二
人
で
所
得
比
例
保
険
料
を
か
け

る
と
月
二
万
五
千
円
に
も
な
り
ま
す
。

AV

〈
だ
れ
で
も
加
入
で
き
る
／
V

こ
の
所
得
比
例
制
度
は
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
が
免
除
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
か
ら
豊

か
な
老
後
の
た
め
に
ぜ
ひ
加
入
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
の
加
入
者
で
五
反
以

上
の
田
畑
の
あ
る
農
家
の
経
営
主
な
ど
ほ

農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
同
時
に
国
民
年
金
の
所
得
比

例
保
険
料
も
必
ず
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
届
剖
て

く
だ
さ
い
。

⑥

〈
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
V

所
得
比
例
制
度
の
加
入
手
続
・
8
は
、
加

入
す
る
人
の
国
民
年
金
手
帳
の
記
号
、
喬

口
す
な
ど
か
一役
場
の
年
金
係
へ
申
し
出
て
周

書
に
押
印
し
て
い
た
y
く
．
た
け
で
す
。

将
来
、
年
金
を
も
ら
う
と
き
に
な
っ

て
、
あ
の
と
き
か
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
手
お
く
れ
で
す
じ

国
民
年
金
は
あ
な
た
の
大
き
な
財
産
で

す
。
財
産
を
大
き
く
ふ
や
す
よ
う
今
か
ら

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

。
朝
日
町
本
町
．。

－
健
康
づ
く
う
逆
動
1

」

「

モ

デ

ル

札

区
と
し
て

発

足
し

お
ら
が
町
内
の

み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に

こ
の
ほ
ど
本
町
が
健
肢
の
一…
一本
注
、
身

体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
も
健
康
を
日

開
に
、
成
人
病
を
な
く
し
、

「
自
分
の
健

康
は
自
分
の
手
」
で
を
、
合
い
こ
と

ば

に
、
町
の
健
康
づ
く
り
運
動
モ
デ

ρ
地
区

の
指
定
を
う
け
、
去
る
凶
月
二
十
五
日
、

朝
日
町
長
、
富
山
県
成
人
病
予
防
協
会

長
を
迎
え
盛
大
に
そ
の
発
足
式
を
行
な
い

ま
し
た
。

発
足
式
で
は
、

町
長
あ
い
さ
つ
の
あ

と
．
経
過
報
告
、
事
業
計
画
等
の
決
定
、

来
賓
か
ら
激
ま
し
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
ひ

き
つ
づ
き
県
立
中
央
病
院
坂
東
勲
陣
士
か

ら
成
人
病
に
対
す
る
早
期
発
見
、
早
期
治

療
対
策
等
に
関
す
る
講
演
を
き
主
、
成
人

病

（川
阿
．
婦
人
協
）
検
診
の
重
要
性
を
強

調
し
た
峡
両
等
を
み
て
午
后
四
時
散
会
し

ま
し
た
。

－’.... 
て亨』
日 ザラ唱色J
~ Fゐ哩圃・・h 可
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町

内

・

ー

ー

青

年

の

グ

ル

ー

プ

一

「
l

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介

l
L

町
で
は
、

社
会
教
育
の
重

点
周
棋
の
一

つ
と
し
て
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
に
カ
を

入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
応
も
と
づ
い
て
本
年
度
新

成
人
に
対
し
て
の
ア
ン

ケ
ー

ト
を
行
な
っ
た
結
果
、
地
峡

や
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
団
体
の

グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
に
喜

加
し
て
い
る
青
年
は
、
わ
ヂ

か
三

O
%’に
過
万
戸
、
ず
、
一そ
の

理
由
と
し
也
、

古①

三益野

太T球
ク吏チ
を
ー 誇
フる
ム

プ

大
距
八
年
に
、
現
会
長
よ
沢
源
次
氏
が

小
学
校
高
等
科
を
卒
柴

ι同
時
に
同
好
者

を
糾
合
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
朝
日

町

（
旧
市
町
）
に
お
け
る
野
球
振
興
と
共

に
会
員
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
基
本
に

し
、
既
に
三

O
回
を
数
え
る
両
越
軟
式
野

球
大
会
を
主
催
し
、
町
郡
県
が
主
催
す
る

野
球
大
会
に
は
必
ず
出
場
し
優
れ
た
活
動

を
示
し
て
い
る

ν
ギ
ュ
ラ
1

チ
1

ム
で
あ

り
県
内
稀
に
み
る
古
い
歴
史
と
伝
統
を
も

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

一一
一
大
の
名
称
は
、

彫
野
一
家
自
中

三
大
郎
氏
が
青
年
時
代
同
チ
1
0
・h
の
捕
手

と
し
て
活
躍
し
た
一時
代
、
氏
の
名
を
冠
し

た
も
の
で
会
員
数
も
O
B
乞
含
め
て
一
五

O
名
に
達
し
て
い
ま
す
。

目
下
若
い
γ
会
員
を
募
集
中
・
で
す
が
、

野
球
の
技
能
の
優
劣
を
問
わ
ず
、
野
球
に

(5) 

－
適
当
な
グ
ル
ー
プ
を
知
ら
な
レ

．
勧
誘
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

な
ど
が
比
較
的
多
か
っ
た
の
で
、
本
け
す

か
ら
広
削
減
を
通
し
て
地
域
内
で
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
よ
う
す
を
紹
介

し
、
こ
れ
ら
の
グ
ル

ー
プ
の
一

制
の
活
発

化
を
図
り
、
さ
ら
に
ζ

れ
を
も
っ
て
可
作

間
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
活
動
の
刺
激
剤
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

悩町
内

3
4＼
｝

F4よ
い

4

議
さ
一λ

対
す
み
情
熱
を
有
す
る
人
な
ら
ば
誌
で
も

入
会
で
き
・
年
間
会
費

一
二
O
O円
、
外

に
傷
害
保
険
淵
五

O
O
円
を
添
え
て
大
和

運
動
具
店
ま
た
は
金
詐
洋
品
店
花
府
込
功

ば
よ
い
℃
と
に
な
っ
て
レ
ま
す
。

（
写
真
は
三
大
P
ラ
プ
の
獣
合
風
景
）
。

少

数

精

鋭

の

宮

崎

ク

従
来
か
ら
宮
崎
地
区
に
続
い
て
い
だ
ソ
・

一フ

プ

フ
ト
ポ
l

d
p
H
T

デ
プ
が
、
四
年
前
に
発
・肢

的
解
消
を
途
げ
、
野
球
チ
l

ム
に
変
っ
た

も
の
で
す
。

会
員
数
は
現
在
、
代
表
者
、
河
内
啓
氏

を
中
心
に
わ
ず
か
十
四
名
で
す
が
、
地
区

内
に
お
け
る
背
年
の
数
も
少
く
、
活
動
存

続
に
は
多
少
閑
熊
な
点
も
あ
る
た
め
、

本

年
度
か
ら
彼
川
地
区
そ
の
他
も
A
VM

め
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

市

W
年
を
県
外
に
派
出
し
、
他
県
の
行

年
と
交
流
を
広
め
る
と
と
も
に
風
俗
、

文
化
、
産
楽
等
に
つ
い
て
見
聞
を
高

め
、
あ
わ
せ
て
共
同
生
活
の
中
か
ら
諮
問

先
・
相
互
の
友
情
と
親
睦
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
H

青

年
の
パ
ス
H

事
業
を
つ
ぎ
の
要
項
で
突

織
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
期

日

七
月
二
十
八
日
（
金
）
夜
か

ら
七
月
F

二
十

一
日
（
月
）

若
い
世
代
に
朗
報

青
年
を
県
外
に
派
遣

V
研
修
地

滋
賀
県
希
望
ケ
丘
文
化
公

園
（
青
年
の
以
）

福
井
県
奨
浜
町
青
年
間

比
叡
山
、
一石
山
寺
、
琵
琶

湖
大
橋
べ
近
江
探
子
、
｛一
一

方
五
湖
レ
斤
ン
ポ
1

ラ
イ

y
 
朝
日
町
在
住
青
年

三
十
五
名
一

V
克
学
地

マ
参
加
者

・

．．
 
，．，．
b
i

’’’・i
r

．，，
J

一

・

献

血

に

力

を

・

一

一
愛
の
献
血
で
お
た
が
い
に
助
町
あ
い
一

一

病

気
や
交
通
事
故
な
ど
の
治
療
の

一

一
際
、
輸
血
で
ど
れ
ど
け
の
ふ
が
助
か

…

…

ヲ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
：
献
血

一

一
を
｝
世
帯
に
「
人
は
必
ら
ず
し
て
お

一

一
き
ま
し
ょ
う
。
朝
日
町
で
ほ
五
月
十
一

一
九
日
に
街
頓
献
祖
を
行
な
い
ま
す
。

一

r
B・s・－
a
s－－
e
E

温

過
去
に
は
昭
和
四
十
四
年
度
行
な
わ
れ

た
高
総
宮
杯
寓
山
県
大
会
に
下
新
川
郡
代

表
と
し
て
出
川
惜
し
た
こ
と
も
あ
り
、
小
数

梢
鋭
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
今
後
の
期
待
が

持
で
る
チ
ー
ム
で
す
。

参
加
は
白
出
で
、
代
表
者
宛
ま
た
は
関

谷
忠
明
氏
宛
申
込
め
ば
入
会
で
き
ま
す
。

x

x

 

× 

× 

マ
参
加
費

一

人

二
、
五
O
O円

マ
参
加
申
込

六
月
三
十
H
（金）
ま
で

所
定
用
紙
に
必
要
引
項
記

入
の
う
え
朝
日
町
教
育
蚕

員
会
へ

申
込
者
が
定
数
を
こ
え
た

場
合
は
選
考
と
し
ま
す
。

マ
行

程

第

一
日
二
十
八
日
（
金
）

出
発
午
後
九
時

（車
中
出
）

第
二
日
二
十
九
日
（
土
）

・琵
琶
湖
畔
、
希
望
ケ
丘
観
光
、
部
門

年
の
城
で
の
研
修
（
宵
年
の
城
、

泊〉

第
一
一
一
日

三
十
日

（
日）

京
都
市
内
、
琵
琶
湖
西
、
一
ニ
方
五
糊

観
光
，
美
浜
町
青
年
団
之
交
疏

ペ
ラ
ド
ン
誼
宋
湖
丹
荘
、
泊）

第

四

日

三

十

一一日

（月）

ラ
ド
ン
温
泉
発
午
前
八
時

午
後
七
時

泊
着

ー
朝
日
町
体
育
協
会
l
」

「
本
年
度
事
業
計
画
き
ま
る
し

こ
の
ほ
ど
、
朝
日
町
体
育
協
会
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
四
十
七
年
度
事
業
計

画
一
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

両
越
軟
式
野
球
大
会

。
歩
・
』
う
会

（削
天
の
川物λ
戸
川

5
・同）

6
・
4

町
民
ソ

ア
ト
ポ
ー

ル
大
会

6
・初

二
市

一
…邸
中
学
駅
伝
競
争

7
・
9

婦
人
球
技
犬
会

7
－刀

I
M
抑
日

・
出
馬
町
波
山

口

7
6
町
民
水
泳
大
会

8
－
m
川
民
野
球
大
A
．A

8
・

お

少
年
野
球
大
会

（
雨
天
の
場
合
8
・引け
）

9
・

幻

町
民
庭
球
大
会

川－

n
町
民
体
育
大
会

（
附
天
の
場
合
同
・拘）

け
・
5

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

グ

町

民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

け
－
m
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

。

町

民
卓
球
大
会

1
・引

町

民

柔
道
大
会

（
荒
天
の
場
合

2
・日）

2
・
4

町
民
ス

キ
l
大
会

8
月・

9
月

ス

ポ

ー
ツ
講
迎
会

下
新
川
郡
野
球
速
盟

本

年

度

事

紫

計

画

5
・引

天
皇
杯
全
軟
郡
予
選
（
朝
日
）

5
・
刊
グ
高
松
宮
杯
全
軟
部
予
選

6
・
4
＼

一
部
（
宇
奈
月
）
一
一
部
（
入
替
）

7
・お
J

県
下
部
対
抗
郡
予
選

7
・叩
＼

（

朝

日

〉

川
一市
）

一一
一町

2
R杯
野
球
（
入
善
）

5 4 

7 J・6 
第
三
十

一
回

両

越

軟

式

野

球

大

会

（
四
月
十
六
日
小
丸
山
、
泊
中
〉

①
ォ
ー
ァ
ィ
工
業
（
魚
津
市
）

①
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
（
糸
魚
川
市
）

九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
富
山
県

一
般
男
女

送

手

権

大

会

（
四
月
十
六
日
泊
中
〉

①
高
岡
市
役
所

①
三
協
ア
戸
ミ

①
日
清
紡
富
山

②
日
東
紡
泊

男
子

女
子

「
3
7
t
n
H
U
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－
昼
間
の
連
動
不
足
を
｜
｜
」

「
l
長
同
の
軽
い
逢
動
て
し

泊
小
学
校
体
育
館
夜
間
開
放

広
く
住
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
こ
と
し
も
泊
小
学
校
体
育

館
を

一
般
に
夜
間
開
放
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
開
放
時
間

午
後
七
時
か
ら
十
時

。
開
放
曜
日

月
・
木

的
柔
道
ク
ヲ
プ

泊
剣
道
ク
ラ
プ

朝
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
、
朝
日
卓
球
ク

7プ

伯
婦
人
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
を

主
と
し
た

一一
般
鮒
放

（
手
続
き
は
一
切
い
り
ま

せ
ん
）

。
山
入
は
位
指
体
育
館
か
ら
で
す
っ

。
く
わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
へ
。

火
a

金土水

第201号－

寸
l

ス

ポ

ー

ツ

に

よ

る

－

「
｜
｜
偽
害
に
救
済
措
置
し

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険
に

加
入
し
よ
う

年
均
ス
ポ

ー
ツ
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
傷
態
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

そ
の
他
の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
会
員

が
、
そ
の
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
な
ど
に

よ
っ
て
耐
剛
容
を
う
け
た
と
き
の
数
済
措
置

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険

が
あ
り
ま
す
。

〈
〉
加
入
で
き
る
団
体

。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
や
こ
ど
も
会
、
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な
ど
主
と
し
て
小
・

中
学
校
の
児
童
一
生
徒
で
構
成
主
れ
、

学
校
管
理
下
外
の
活
動
を
同
的
と
し

た
十
名
以
上
の
団
体

。
青
年
団
体
、
婦
人
団
体
、
体
育
協
会

な
ど
十
名
以
上
の
ス
ポ

ー
ツ
団
体
や

社
会
教
育
関
係
団
体
（
文
化
サ
ー
ク

ル
も
含
む
）

O
種
目
別
運
動
団
体
お
よ
び
学
校
、
官

公
庁
、
民
閉
会
社
等
の
運
動
ク
ラ
ブ

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
す
る
十
名

以
上
の
団
体

。
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故

O
所
属
す
る
団
体
の
管
理
下
に
お
け
る

活
動
中
の
傷
害

O
団
体
が
指
定
す
る
集
合
、
解
散
場
所

と
被
保
険
者
の
住
所
と
の
通
常
の
往

復
中
の
傷
害

。
一

人
当
り
の
保
険
金
額
お
よ
び
保
険
料

O
保
険
料
お
よ
び
保
険
金
額
は
所
属
団

体
の
種
類
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
U

O
こ
の
保
険
は
他
の
保
険
と
関
係
な
く

支
払
わ
れ
ま
す
。

O
小

・
中
学
生
の
場
合
、
学
校
管
理
下

内
の
傷
害
で
も
対
象
と
な
り
、
こ
の

保
険
と
学
校
安
全
会
の
医
療
費
の
両

方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
ム本
年
度
の
加
入
受
付
期
間

。
六
月
三
十
日
ま
で
随
時
加
入
で
さ
ま

す
。

。
詳
制
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

へ
た

五
月
一一
干

一
日
（
水
）
午
前
十
時

か

か

ら

午
後
三
時
ま
で
朝
日
町
帆
工
会

の

舶
に
お
い
て
a

守
体
町
山
活
者
更
生
州
議

体
ヨ

会
を
問
似
い
た
し
ま
す
。

？
一
下
附
留
者
手
帳
火
付
相
談
．

b
断
、

ρ
医
療
相
談
、
納
装
具
交
付

・
修
理
柑

1
叫
談
な
ど
隙
出
品
口
者
の
一史
ル
刊
に
閲
す
る
一

予

切
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

身

な
お
、
相
談
員
と
し
て
泊
病
院
整

一
形
外
科
医
長
森
紀
説
先
生
、
川
町
身
体

陣
害
者
更
生
相
談
所
係
員
、
東
部
社
会
制

ー
身
体
障
害
者
の
｜
－

「
｜
厚
生
相
談
会
を
聞
き
ま
す
し

祉
一
務
所
係
員
、
補
装
具
修
理
技
術
員
が

み
な
さ
ま
の
相
談
に
応
じ
ま
ず
か
ら
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

H

達
令
婚
人
会
H

役
員
玖
送

胃

朝
日
町
連
合
婦
人
会
で
は
四

一

月

十

日

泊

婦

人

会

館

に

奇

校

下

一

瞬
人
会
長
が
参
集
し
て
昭
和
田

一

十
七
年
度
役
員
選
出
を
行
い
、

一

新
会
長
に
水
島
文
子
氏
を
は
じ

一

め
つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
新
役
員

二

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
辞
任
さ
れ
た
水
野
前
会
長
は
、

二
十
年
の
長
き
に
亘
り
各
方
面
に
献
身
的

な
活
躍
を
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
健
康
で
引
退

さ
れ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
顧
問
と
し
て
豊
富
な
経
験
や
知
識
を

も
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

役

員

顧

問

会

長

副
会
長

，， 

水

野

す

水

島

支

水

島

み

清

水

女

官
附
茂
正

長

井

悦

加

藤

秀

子

酒

井

三

枝

子 な子な

// 

子

会書

事計記

子子

理あ
さ
ひ
編
集
委
員
野

田

し、

の

火
災
予
防
の

A
B
C

だ

け

は

知

っ

て

お

さ

た

い

プ

ロ

パ

ン

ガ

ス

の

す
べ

て
｜
｜
一

プ
ロ
バ
ン
ガ

ス
を
消
し
忘
れ
る
と
過
熱

か
ら
、
ま
わ
り
の
も
の
に
燃
え
う
つ

っ
て

火
災
に
な
っ
た
例
ゃ
、
ガ
ス
洩
れ
の
た
め
、

爆
発
的
に
火
災
に
な
っ
た
例
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
場
を

は
な
れ
た
間
に
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
入
っ

て
火
災
に
な
る
こ
と
も
少
く
あ
り
ま
せ

ん
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
使
っ
て
い
る
と
き
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い
こ
と
で
す
。

⑥

プ

ロ

パ

ン

ガ

ス

の

性

質

A
カ
ロ
リ
ー
が
高
い

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
一
立
方
ノ

1
1
w
当

り
約
二
六
、

0
0
0キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で

都
市
ガ
ス
の
五
倍
以
上
の
発
熱
批
を
む

っ
て
い
・
ま
す
。

企
空
気
よ
り
重
い

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
重
さ
は
空
気
の

一

五
倍

t
ご
倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
の
で
都

市
ガ
ス
の
よ
う
に
上
に
逃
げ
な
い
で
低

レ
所
に
た
ま
る
性
質
な
も
っ
て
い
ま

す
。

A
に
お
い
が
し
た
ら

プ

ロ
バ
ン
ガ

ス
は
わ
ざ
と
特
殊
な
に
お

い
を
つ
け
て
い
刀
ス
回
れ
が
わ
か
る
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
す
が
、
似
γ
え
て
レ
る
と

き
は
に
お
い
が
消
え
ま
す
。
に
お
い
が

し
た
ら

一
応
ガ

ス
洩
れ
と
考
え
て
調
べ

て
く
だ
さ
い
c

企
一

酸
化
炭
素

多
拾
に
発
生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
》

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
カ
ロ
リ
ー
が
町
い
の

で
燃
え
て
い
る
と
き
は
、
た
く
さ
ん
の

空
気
を
必
奨
と
し
ま
す
心
情
気
が
不
足

r
o
n
x
υ
n
u
 

簡
易
保
険
第
十
一
回
児
童
生

徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
花

実
施
要
領
（
要
旨
抜
す
い
）

主

催
H
郵

政

省

後

援

H
文
部
省

一
、
こ
の
コ
ン
ク
l

w
は
、
小

・
中
学
生

－
に
対
し
て
、
簡
易
保
験
の
相
互
扶
助
の

思
想
念
普
及
し
、
と
く
に
そ
の
資
金
が

教
育
範
設
な
ど
、
社
会
公
共
施
設
の
整

備
拡
充
や
国
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
増

進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
の
理
解
を
探
め
さ
せ
る
。

二、

募
集
期
間

昭
和
四
十
七
年
五
月
一
日

ー
六
月
三
十
日

三
、
応
募
資
格

小
学
生
五
年
か
ら
六
年
生
、
中
学
生
三

年
ま
で

四
、
テ

1
7
は

「
簡
易
保
険
」
、
ま
た
は

こ
れ
と
関
連
す
る

「
自
由
題
」

五
、
原
稿
枚
数
そ
の
他

四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

六
、
そ
の
他
、
小
・
中
学
校
に
も
応
募
要

項
を
送
付
し
て
あ
い
，
ま
す
。

一、

新

ら

し

く

ホ

l
ム

一一

一

テ

レ

ホ

ン

が

登

場

一一一

四
月
か
ら
、
音
も
ス
タ
イ
市
川
も
家
出
向

き
な
ボ
l

ム
テ
レ
ホ
ン
が
弦
場

し
ま
し

た。
。
呼
び
出
し
古
は
舵
快
な
チ
ャ
イ
ム
U

電
話
紘
一
本
で
凹
山
れ
ま
で
山
飢
え
ま
す
u

O
切
符
え
は
附
舶
、
お
郎
附
い
ど
う
し
の
迎

的
析
も
白
山
、

一
斉
呼
び
出
し
ボ
タ
ン
で

令
部
に
声
を
か
け
る

ζ

と
も
で
き
ま

す
亡

。
各
呪
日
仰
の
プ

ラ
イ
バ
シ

ー
も
先
〈
十
。
他

の
部
川
町
に
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
。

0
・へ
山
刊
の
昔
量
を
制
殺
す
る
機
能
も
つ

い

て
い
ま
す
0

0
く
わ
し
い
こ
と
は
、
慌
削
叩
叩
氾
話
刈
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
む

。
お
問
い
合
わ
せ
は
開
口
市
級
官
制
川

屯
一
泊
朝
日
一
一
一

0
0
0
（
栴
料
で

す
）
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す
る
と
不
完
全
燃
焼
を
お
こ
し
て
一

般

化
炭
紫
を
多
放
に
発
生
し
死
亡
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。

⑥

ガ

ス

は

こ

こ

か

ら
洩

れ

る

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い
の
で

抽出
れ
る
と
低
い
方
へ
低
い
方
へ
止
流
れ
、

く
ぼ
ん
だ
所
な
ど
に
宿
り
ま
す
。

コ
タ
ツ
か
ら
浅
れ
る
岨
場
合

カ
ラ

ン
や
、
コ
ッ
ク
は
、
い
つ
も
動
か

す
も
の
で
す
か
ら
、
長
い
聞
に
は
ゆ
る

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ツ

マ

＝
は
い
つ
も
抑
え
気
味
に
し
て
回
し
て

く
だ
さ
い
。

企
ゴ
ム
管
か
ら
洩
れ
る
場
合

良
質
の
ゴ
ム
管
で
も
古
く
な
っ
た
も
の

は
こ
つ
に
折
っ
て
み
て
ひ
び
わ
れ
が
出

て
く
れ
ば
ガ
ス
洩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
早
自
に
取
務
え
て
く
だ
さ
い
。

企
カ
ラ
ン
、

⑥
守
つ

て

い
た

だ

き

た

い

こ

と

企
容
器
は
屋
外

ヘ

ガ
ス
洩
れ
に
気
づ
か
な
い
で
、
火
を
つ

け
た
り
し
ま
す
左
爆
発
が
お
こ
り
一

瞬

に
し
て
火
の
海
と
な
り
ま
す
。

万
一

ガ

ス
が
洩
れ
た
場
合
で
も
大
事
に
い
た
ら

せ
な
い
た
め
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
必
ず
家

の
外
に
置
き
直
射
白
光
が
当
ら
な
い
よ

う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い。

⑨

配

管

に
つ

い

て

(7) 

ゴ
ム
管
、
ビ－一

l
ル
管
は
屋
外
で
三

o

m
ま
で
、
ま
た
屋
内
は
二
メ
ー
ト
ル
の
長

さ
ま
で
し
か
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

そ
の
他
は
全
部
金
属
管
を
使
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ヮ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
見
え
な
い
所
（
戸
棚
や
冷

蔵
庫
の
か
げ
な
ど
）
に
ゴ
ム
管
ピ
＝

ー
ル

管
を
通
し
た
た
め
に
ネ
ズ
ミ
に
か
じ
ら
れ

て
ガ
ス
が
洩
れ
思
わ
ぬ
大
事
故
に
な
っ
た

例
が
あ
り
ま
す
。

。・
・消
火
器
の
悪
質
押
売
業
者
に
ご
注
意

下
さ
い
ん川・

円
以
近
日
山
県
「

一
円
に
思
質
な
消
火
器

の
抑
必
業
者
が
航
行
し
て
い
ま
す
ω

一
般

家
出
を
訪
問
し
て
、
法
作
が
変
わ
っ
て
一

般
の
家
艇
で
も
消
火
部
を
附
く
事
に
な
っ

た
と
か
、
お
宅
に
あ
る
消
火
措
は
小
さ
い

消
火
器
で
間
に
合
わ
な
い
か
ら
大
き
な
消

火
綿
と
取
り
替
え
ろ
と
か
、
ま
た
は
い
か

に
も
消
防
署
の
あ
っ
せ
ん
で
売
り
に
来
た

と
か
い
っ
て
、
押
売
り
を
し
て
あ
る
く
よ

う
で
す
。
消
火
器
を
買
わ
れ
る
と
き
は

一

応
消
防
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑥

山

へ
の
火
入
れ
、

さ

火

に

つ

い
て

ま

た

は

た

山
へ
火
入
れ
す
る
と
き
ゃ
、
野
原
で
大

き
な
た
き
火
を
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
消
防

署
へ
店
山
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
－
』
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
無
届
け
で
山
に

火
入
れ
を
さ
れ
ま
す
と
、
山
火
事
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
の
で
消
防
車

が
出
動
し
た
り
し
て
非
常
に
迷
惑
し
ま

す
。

ま
た
実
際
に
山
火
事
と
な
る
危
険
が

多
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し

て
消
防
署
よ
り
の
火
入
れ
及
び
た
き
火
等

を
す
る
場
合
の
注
意
事
項
を
聞
い
て
か
ら

に
し
て
く
だ
さ
い。

火
事
と
救
急
は

局
番
な
し

一一

九
委

一
般
間
合
わ
せ
は
三

1
0
0
0九
番

全
戸
に
「
あ

さ

ひ
」
の

ク

ロ

ス
・
ゑ
紙
を
配
布

近
く
全
戸
に
広
報
保
存
用
の
ク
ロ

ス
表
紙
を
配
布
し
ま
ナ
か
ら
と
じ
こ

ん
で
く
だ
さ
い
。

機
広
報
は
家
庭
の
中
の
役
場
で
す

大
切
な
こ
と
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し

ょ
円
ノ。

ょ 綴

う で 広
。き報
る は
だ 町
け の
保 歴
存 史
し の
て記
お 録
き で
ま す
し

h

五
月
の
防
犯
H

家

に

も

心

に

も

し
っ

か

り

鍵

を

こ
の
季
節
は
陥
討
が
よ
い

一－

関
係
か
ら
‘
各
家
庭
の
出
入

一

口
や
窓
が
開
放
さ
れ
て
戸
・
浦

一

り
が
ゆ
る
み
が
ち
と
な
り
、

「

忍
び
込
み
ゃ
空
巣
な
ど
例
年

一

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
の
服
誌
も
ウ
ス
モ
ノ
に
た
っ
て

チ
カ
ン
な
ど
の
性
犯
罪
も
誘
発
し
て
い
ま

ず
か
ら
充
分
用
心
し
て
く
叫
ん
さ
い
。

。
小
さ
な
注
意
が

大
き
な
防
犯

＠
犯
罪
は昼
な
し
、
夜
な
し
、
予
告
な
し

O
化
笹
よ
り
ス
キ
を
つ
く
ら
ぬ

身
だ
し
な
み

O
平
気
ヨ
ゥ一－
と
い
っ
て
る
あ
な
た
は
赤
信
号

ー

み
ん
な
の
白
と
耳
で
｜

J

「

密

航

者

を
み
つ
け
ま
し
ょ
う

L

密
航
者
と
い
え
ば
、
い
ま
ま
で
長
崎
、

福
岡
、
山
口
な
ど
西
日
・本
方
面
の
海
岸
に

集
中
し
て
上
陸
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

こ
こ
数
年
来
こ
の
地
方
の
警
戒
が
厳
し
い

と
み
て
と
っ
て
か
密
航
慢
人
地
点
を
北
陸

地
方
、
秋
田
県
な
ど
日
本
海
沿
岸
の
北
の

方
に
向
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
昨
年
と
昨
年
度
ゼ
ふ
り
か
え
ヴ
て
見

て
も
隣
の
新
潟
県
、
右
川
県
、
’福
井
県
、

秋
田
県
な
ど
の
海
岸
か
ら
‘
外
国
人
が
ひ

そ
か
に
日
本
本
土
に
入
ろ
う
と
し
て
発
見

さ
れ
た
者
や
、
で
き
死
体
と
な
っ
て
、
海

岸
に
打
ら
上
げ
ら
れ
た
事
例
が
か
な
り
あ

り
ま
す
。

当
地
、
朝
日
町
や
入
善
町
の
海
岸
は
富

山
湾
の
う
ち
で
も
入
江
地
帯
で
は
な
く
、

ず
っ
と
新
潟
県
伝
い
に
な
だ
ら
か
な
向
山

線
で
述
な
っ
て
お
り
ま
す
の
と
、
し
か

も
、
砂
浜
が
長
い
上
に
刊
門
が
多
く
、
県

境
地
請
で
あ
る
上
に
交
通
の
使
が
よ
い
と

い
っ
た
地
理
的
条
件
か
ら
、
按
航
に
は
も

っ
て
こ
い
、
の
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
警
察
で
は
密
航
監
悦
所
に

よ
る
普
成
や
、
パ
ト
ロ
ー
ル
’を
強
化
し

て
、
沿
岸
の
替
備
に
備
え
て
い
ま
す
が
長

い
海
岸
線
を
守
る
に
は
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
協
力
が
絶
対
必
－県
な
の
で
す
。

出
漁
さ
れ
る
皆
さ
ん
や
海
岸
地
区
に
お

住
い
の
皆
さ
ん
方
が
、
慌
し
い
船
や
克
な

れ
ぬ
国
間
体
の
人
を
発
見
し
た
と
b
c
は
、
た

だ
ち
に
も
よ
り
の
駐
在
所
や
公
衆
電
話
を

利
用
し
て
普
祭
器
へ
進
ん
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

T
E
L
＠
局

一
一
一

O耳
慣

入
善
警
察
署

緊
急
の
場
合

一一

O
番

。
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
の
実
施

本
期
間
は
五
月
十

一
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

。
例
年
春
さ
さ
か
ら
農
繁
期
に
か
け
て
こ

ど
も
の
線
路
上
の
置
石
や
鶴
路
歩
行
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
大
変
危
険
で

す
か
ら
、
み
つ
け
た
ら
、
注
意
し
ま
し

ら
ム

p
hノ。

。
踏
切
で
は
必
ら
ず
比
ま
っ
て
主
右
の
安

全
を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

。
踏
切
で
自
動
取
が
エ
ン
ス
ト
な
ど
に
よ

り
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
踏
切
非

常
ボ
タ
ン
や
信
号
え
ん
管
な
ど
を
使
っ

て
列
率
を
止
め
る
子
配
を
し
ま
し
ょ

う
。
列
車
を
止
め
て
も
、
被
害
が
な
い

場
合
は
列
車
を
止
め
た
損
害
賠
償
は
請

マ； ~t i
~~ Ii電i
玄危 ~ 
？険 霊Tこ＝
長 i'-
し 20、；；りト山

スポヲ掠ごEト
ー
ス
タ
ー
や
、

ジ
ュ

ー
サ
ー
な
ど
を

使

っ
た
あ
と
、

コ
ー
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
抜
く
と
念
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
か
ら
と

遠
く
か
ら
コ

l
ド
を
ひ
っ
ぱ
る
の
は
危

険
で
す
G

シ
ョ
ー
ト
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
め
ん
ど
う
で
も
キ
ヤ
7

プ
を
持
っ
て

静
か
に
抜
い
て
〈
だ
さ
い
。
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求
い
た
し
ま
せ
ん
。

。
自
動
車
に
は
、

必
ら
ず
信
号
え
ん
管
な

ど
、
非
常
信
号
用
具
を
備
え
つ
け
ま
し

ト
i
h

’
吋
ノ
。

0

・
制
線
区
間
の
踏
切
で
は
、
片
方
の
列
車

が
通
り
過
が
C

て
も
、
す
ぐ
渡
ら
な
い
で

反
対
側
の
列
車
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ

o
 

’h
ノ一朝

日
地
区
踏
切
J
誕

生

一

一
故
防
止
協
力

一

泊
駅
と
朝
日
町
交
通
対
策
協
議
会
が
合

同
し
て
、
四
月
十
五
日
朝
日
地
区
踏
切
事

故
防
止
協
力
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
目
的
は
、
踏
切
取
放
を
叫
止
し

て
、
準
決
所
所
属
ド
ラ
イ
バ

ー
の
依
命
を

守
り
凶
器
補
償
な
ど
に
よ
る
企
業
の
損
失

を
な
く
す
る
と
と
も
に
、
列
車
の
安
全
運

転
念
は
か
る
た
吟
に
協
力
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

組
織
は
、
事
業
用
ト
ヲ
y

ク
等
を
所
有

し
、
ま
た
自
家
用
自
動
車
で
通
勤
す
る
従

業
員
を
有
す
る
事
業
所
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
c

活
動
方
針
と
し
て
、
毎
月
富
山
県
踏
切

安
全
の
日
で
あ
る
五
日
に
各
事
業
所
が
定

め
ら
れ
た
踏
切
道
に
出
む
い
て
、
安
全
通

行
方
の
協
力
を
は
か
り
、
ま
た
春
秋
二
回

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
研
究
会

を
開
催
し
、

信
号
え
ん
管
の
使
用
方
、
機

関
車
の
係
索
、
映
写
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
交

通
道
徳
の
啓
誌
を
は
か
る
な
ど
他
に
み
ら

れ
な
い
意
欲
を
示
し
た
協
力
会
が
誕
生
し

た
わ
け
で
す
。

役
員
及
び
事
務
所
は
つ
主
の
と
お
り
で

す
。会

長

深

松

組

社

長

深

松

実

事

務

局

長

泊

駅

長

平
内
賢
治

事
務
所
泊
駅
駅
長
事
務
室

図
書
館
だ
よ
り

・
開
館
時
間

午
前
八
時
三
十
分
1
午
後

五
時
（
日
限
日
午
前
八
時
三
十
分
l
E

・
休
館
日

月
眼
目
、
祝
祭
日

ど
な
た
で
も
自
由
に
借
り
ら
れ
ま
す
O

M
M料
で
す
。

お
求
め
の
本
が
図
議
館
に
な
い
と
主
は

ほ
か
の
図
詰
館

（
県
立
図
轡
館
、
市
町

立
図
書
館
）
か
ら
伯
り
ら
れ
ま
す
。

。
団
体
貸
出
の
す
す
め

あ
な
た
の
職
場
や
近
所
で
読
書
を
ひ
ろ

め
て
く
だ
さ
い
。

掛
人
会
、

青
年
間
、
町
内
会
、
ど
ん
な

グ
ル
ー
プ
で
も
結
問
で
す
。
代
表
者
が
闘

欝
飽
か
ら
本
を
借
り
て
、
そ
れ
を
会
員
が

利
用
し
ま
す
。

。

一
カ
月
間
借
り
ら
れ
ま
す

ご
希
望
の
か
た
は
凶
書
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
新
ら
し
く
は
い
っ
た
図
書
V

日
本
の
名
著

（
一
山
周
、
加
藤
弘
之
）

中
央
公
論
社

日
本
の
名
著
（
伊
藤
仁
斉
）
中
央
公
論
社

愛
す
る
人
が
で
き
た
ら
平
岩
弓
枝

金
史
良

（
岩
波
新

寄

）

安

宇

植

歴
史
対
談
平
家
物
語
中
村
直
勝
他

辛
亥
革
命
（
岩
波
新
脊
）
野
沢
提

富
山
大
空
襲

北
日
本
新
附
社

世
直
し
の
倫
理
と
論
理

（上、

下
）

小

田

突

日
本
の
民
俗
（
三
輩
、
栃
木
）
拙
凹
士
ロ
雄
他

新

中

国

の

女

性

た

ち

西

国

寺

宮
江

算
数
好
き
の
子
に
す
る
た
め
に原
因

治

子

－
心
温
ま
る
芳
志
の
数
々
A

’

O
宮
崎

竹

林

繁

男
氏
か
ら
宮
崎
小
学
校

へ
紅
白
森
一
式

O
泊
中
学
校
問
窓
会
（
代
表
山
口
弗
氏
〉

か
ら
同
校
へ
職
員
用
事
務
机
（
ス
チ
l

戸
製
）
二
十
一
脚

。
宮
崎
扇
谷
孝
好
氏
か
ら
宮
崎
小
学
校

へ
世
動
え
ん
ぴ
つ
削
り
四
台

⑨ 

⑨

⑧

 

。
生

ま

れ

た

人

⑥
結
ぼ
れ

た
人

V
逝
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
七
年
四
月
十
五
日
現
在
）

。
出

生

（お
す
こ
や
か
に
）

。
流

水

出

向

光

開

長

則

的

民

人

O
泊

訳

箆

俊

彦

畏
女

恵

O
附

大

菅

邦

雌

長

女

敬

子

。

伯

水

島

洋

二

長

男

裕

享

O
沼

保

丸

山

成

行

二

兇

成

人

O
沼

保

高

島

勉

二

男

苑

O
来
草
野
間
本
不
二
失
長
女
利
恵
子

。
点
斑
野

岡

本

昭

二

二

女

持

子

。
荒

川

尾

山

武

久

良

友

三

八

子

O
荒

川

居

波

小

一

一一
女

朋

子

O
平

柳

平

坂

公

然

二

女

安

宿

子

O
西

町

梅

沢

戚

二

女

背

子

O
桜

町

河
内
恒
次
間
以
殉
大
久
絞

O
草

野

度

谷

川

消

人

二

男

進

O
南

保

一

史

田

栄

作

長

男

宏

樹

O
南

保

中

山

俊

雄

二

兇

党

O
下
山

新

西

島

義

弘

長

女

仁

美

O
大

家

圧

岡

田

富

治

畏

男

聡

O
三

枚

橋

藤

田

量

司

長

女

敬

子

O
山

崎

七

沢

清

二

男

誠

。
山

崎

水

野

議

則

二
女
い
ず
み

O
山

崎

長

津

光

春

長

女

千

春

O
殿

町

江

端

弘

和

長

男

昭

問

婚

⑨ 
結

（お
し
あ
わ
せ
に
）

。
境堤

水

島

直

正

広

川

順

子

。境沼保
O
横

尾

入

者

町

O
沼

保
入

替

町

O
沼

保

小

杉

町

O
伯高

岡

市

O
道

下

宇
奈
月
町

O
道

下

入

善

町

O
道

下

｛
同
O
京

草

野

氷

見

市

O
入

斡

町

東

草

野

O
桜

町

道

下

O
月

山
胸

中

川

O
掛

川

大

平

O
南

保

育

海

町

O
南

保

南

保

O
南

保
金

山

O
長

野

山

崎

O
山

崎

開
。

ド

山

新

向
川

け
い

の
藤

塚

沼

保

A
死
亡

。
党

水

晶

之

仁

笹

川

良

子

堀

田

正

隆

大

制

春

美

長

弁

公

之

沢

飯

京

子

収

束

談

信

川

波

民

子

桑

守

即

了

砲

山

マ

リ

子

稲

村

功

河

村

則

子

W
T

悶

降

俊

小

間

立

美

本

村

紀

一

湯

島

富

子

長

井

光

夫

山

崎

純

子

五
十
里
山
川

則

佐
渡
い
く
こ

吉

田

繁

之

横

が

和

校

重

野

弘

山

中

久

子

佐

渡

武

司

末

上

春

美

山

石

井

勇

居

波

ヒ
ト
ミ

谷

口

品

旦

勝
原
志
保
子

湯

上

待

昭

夫

沢

凹

信

子

出

中

直

勝

七

沢

正

子

逢

沢

大

門

水
島
，
と
よ
子

能

沢

市

胤

昨

汀リ

4
1
日目

rド

司
nz

ふ
小
・

4
引小

一
一

綱

川

和

雄

間

部

朱

実

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

水
島
金
蹴
（
六
一
）

OOOOOOOQQOQOOOOOOQO 
月 山山山 下金館雌蛭南間早道道~：昭沼宮大
JJ.1 
fJr ~崎附野 1.LJ 悶谷谷保保 WD 下下野保保崎平

根
建
ス
ミ
（
五
五
）

水
島
琴
四
朗
（
四
一
一
一）

東

昭

三

（

四

四

）

佐
藤
幸
太
郎

（
六
二
）

米
国
力
松
（
七
一
）

谷

口

も

と

（

九

O
）

長

弁

明

〈

五

O
）

下
鳥
シ
ケ
（
七
四
）

湯
上
谷
弥
一
（
五
二
）

弁

あ
や
〈
七
八
）

米

丘

れ

ゑ
（
七
五
）

谷

口

首

作
（
五
凹
）

牒
旧
ゃ
い
（
ヒ
七
）

耐

水

一
雄
（
五
四
）

川

瀬
マ
ツ
エ
（
五
六
〉

水
野
み
よ
（
七
五
）

真
部
そ
よ
〈
八
五
）

谷
口
あ
や
（
七
九
）

数
家
稼
校
（
七
二
）

一…4月の町内交通事故数一一一一）
印刷

郵定送 集
使刷 'Ait
替発
~y・ 1而料所行

件数死者負傷者

13 

5 

18 

2 

3 

12 

7 

19 

月

1) j～3月

本年累計

月4 朝

日

町

役

場

5

1

1
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